
呉昌碩「臨八大山人画鹿」をめぐって

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2002-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松村, 茂樹

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://otsuma.repo.nii.ac.jp/records/1384URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


呉
昌
碩

「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」

を
め
ぐ
っ
て

松

キす

茂

植t

八
大
山
人
に
傾
倒

清
末
民
初
の
海
上
派
（
上
海
書
画
壇
）
領
袖
と
し
て
名
を
馳
せ
た
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
｜
一
九
二
七
）
は
、
明
の
皇
族
で
、
宗
室
の
滅
亡
後
、

清
に
降
ら
な
か
っ
た
書
画
家
・
八
大
山
人
（
一
六
二
六
｜
一
七
O
五
）
に
傾
倒
し
、
友
人
の
諸
宗
元
が
呉
昌
碩
の
生
前
に
書
い
た
「
缶
鹿
先
生

小
伝
」
も
、
画
の
模
範
と
し
た
の
は
、
八
大
山
人
と
、
同
じ
く
明
末
清
初
の
石
譲
の
み
で
、
そ
の
他
は
参
考
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
呉
昌
碩
自
身
も
、
「
殺
人
大
山
人
蘭
」
詩
（
『
缶
慮
別
存
』
所
収
）
小
序
の
中
で
、

八
大
真
跡
世
不
多
見
。
予
於
友
人
処
仮
得
玉
箸
花
一
一
願
。
用
墨
極
蒼
潤
、
筆
如
金
剛
杵
、
絶
可
愛
。
臨
三
四
過
、
略
有
合
処
。

〔
八
大
山
人
の
真
跡
は
世
に
多
く
を
見
な
い
。
私
は
友
人
の
と
こ
ろ
で
「
玉
箸
花
図
」
一
幅
を
借
り
え
た
。
用
墨
は
と
て
も
青
み
が
か
っ
て

い
て
う
る
お
い
が
あ
り
、
筆
致
は
金
剛
杵
の
よ
う
に
力
強
く
霊
妙
で
、
は
な
は
だ
愛
す
べ
き
で
あ
る
。
臨
事
す
る
こ
と
三
、
四
回
に
し
て
、

ほ
ほ
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
〕

（

3）
 

と
言
う
な
ど
、
八
大
山
人
の
画
を
尊
重
し
、
臨
事
も
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
画
が
あ
れ
ば
、
呉
昌
碩
自
身
が
臨
事

呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て

五



し
た
と
思
う
の
も
し
か
た
な
か
ろ
う
。

画
鹿
は
王
一
亭
の
代
作

五
四

図
①
は
、
乙
卯
（
一
九
一
五
）
春
、
呉
昌
碩
七
十
二
歳
時
作
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
で
あ
る
。
画
上
に
は
呉
昌
碩
自
筆
の
題
款
が
あ
り
、
「
鹿

史
索
臨
八
大
画
鹿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
呉
昌
碩
と
親
し
か
っ
た
鹿
皇
、
す
な
わ
ち
当
時
上
海
随
一
の
日
本
料
亭
で
あ
っ
た
六
三
園
の
経
営
者
・

白
石
六
三
郎

（
号
は
鹿
史
・
一
八
六
八
｜
一
九
三
四
）
の
求
め
に
応
じ
て
画
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
当
時
の
上
海
で
名
声
を
博

し
て
い
た
文
墨
人
士
で
あ
る
鄭
孝
膏
（
一
八
六

0
1
一
九
三
人
）
、
李
瑞
清
（
号
は
清
道
人
・
一
八
六
七
｜
一
九
二
O
）
の
題
も
あ
り
、
李
瑞
清

依
頼
さ
れ
て
書
く
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
）
。

の
方
は
、
「
呉
倉
翁
（
呉
昌
碩
を
さ
す
）
画
鹿
学
八
大
山
人
者
：
・
」
と
し
て
、
呉
昌
碩
の
画
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
書
い
て
い
る
（
こ
れ
は
題
を

よ
っ
て
、
こ
の
画
を
挿
図
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
靭
石
「
申
江
潮
満
月
明
時
｜
《
呉
昌
碩
作
品
集
〉
編
余
雑
記
」
（
劉
海
粟
王
↑
移
等
編
著

「
回
憶
呉
昌
碩
』
・
一
九
八
六
・
上
海
人
民
美
術
出
版
社
所
収
）
も
、
「
的
確
な
造
形
、
沈
着
で
ゆ
と
り
あ
る
運
筆
の
中
に
も
、
彼
（
呉
昌
碩
）

が
ま
じ
め
に
前
賢
の
作
品
を
学
ん
で
い
る
の
を
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
だ

王 が

亭2実
の
と

ろ

の
画
は

呉
目
Eヨ
碩
の
弟
子

（
名
は
震
、
号
は
白
龍
山
人
・
一
八
六
七

ー
一
九
一
一
一
八
）
に
よ
る
代
作
な
の
で
あ
る
。

こ
の
画
が
王
二
苧
の
代
作
で
あ
る
こ
と
は
、
上

海
美
術
館
の
丁
義
一
五
氏
が
筆
者
と
の
面
談
中
に
言



及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
「
筆
致
が
王
一
亭
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
も
全
く
同
感
で
、

丁
氏
の
鑑
識
眼
に
敬
服
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

的
証
拠
が
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

い
わ
ゆ
る
美
術
史
的
に
は
「
筆
致
」
の
差
異
を
指
摘
す
れ
ば
十
分
な
の
だ
ろ
う
が
、
客
観

客
観
的
証
拠
の
提
示

よ
っ
て
、
こ
の
画
が
王
一
亭
の
代
作
で
あ
る
客
観
的
証
拠
を
あ
げ
よ
う
。
図
②
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
鹿
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ

が
王
一
亭
の
画
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

る
。
も
と
よ
り
筆
致
も
同
一
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
、
画
の
左
に
は
王
一
亭
が
「
白
龍
山
人
主
震
臨
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
た
、
呉
昌
碩
の
画
賛
は
、
詩
一
首
と
識
語
か
ら
な
る
が
、
こ
の
識
語
に
、

つ
ま
り
こ
の
作
は
、
王
一
亭
の
画
に
呉
昌
碩
が
賛
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て

予
蔵
八
大
山
人
画
鹿
、

一
亭
喜
其
古
撲
有
致
、

伸
紙
臨
之
、
為
題
二
十
八
字
。
乙
卯
孟
限
、
安

吉
呉
昌
碩
。

〔
私
は
八
大
山
人
の
函
鹿
を
蔵
し
て
お
り
、
王

図②

一
亭
は
そ
の
古
撲
で
お
も
む
き
あ
る
の
を
好
み
、

紙
を
ひ
ろ
げ
て
こ
れ
を
臨
事
し
た
の
で
、
七
二
百

絶
句
を
題
す
る
。
乙
卯
孟
陳
（
正
月
）
、
安
吉

（
呉
昌
碩
の
貫
籍
）
呉
昌
碩
。
〕

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
呉
昌
碩
が
八
大
山
人
の
画
鹿

五
五



五
六

を
蔵
し
て
い
て
お
り
、
そ
れ
を
王
二
苧
が
臨
事
し

た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
乙
卯
孟
陳
」
、

つ
ま

り
図
①
が
画
か
れ
た
「
乙
卯
春
」
の
少
し
前
（
孟

図③

阪
も
春
な
の
で
、
同
時
期
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

が
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
可
能
性
と
し
て
は
、
図
②
が
ま
ず

画
か
れ
、
次
に
、
そ
の
鹿
の
部
分
の
み
を
抽
出
し

た
図
①
が
画
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

大
山
人
画
鹿
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
参
考
ま
で
に
図
③
と
し
て
、
八
大
山
人
「
椿
鹿
図
軸
」
（
『
芸

ち
な
み
に
、
呉
昌
碩
が
蔵
し
て
い
た
と
い
う
「
八

苑
援
英
」
第
十
七
期
・
一
九
八
二
・
上
海
人
民
美
術
出
版
社
所
収
）
を
掲
げ
て
お
く
。
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

王
一
亭
得
意
の
作

さ
て
、
客
観
的
証
拠
と
な
っ
た
図
②
は
、
王
ホ
l
移
編
選
『
白
龍
山
人
画
選
」
（
一
九
三
六
・
上
海
孤
児
院
）
と
い
う
線
装
一
冊
本
の
図
録
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
図
録
の
奥
付
に
は
「
初
版
一
万
冊
」
と
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
は
稀
少
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
今

や
こ
の
存
在
を
知
る
人
は
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
た
ま
た
ま
上
海
の
古
籍
書
店
で
入
手
し
た
。
題
築
は
編
選
者
で
、
呉
昌
碩
入
室
の
弟
子

と
し
て
有
名
な
王
A
l
移
（
一
八
九
六
｜
一
九
八
八
）
が
、
封
面
は
呉
昌
碩
の
四
男
・
呉
東
遁
（
一
八
八
六
｜
一
九
六
三
）
が
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
王
一
亭
自
筆
の
序
文
が
そ
の
ま
ま
影
印
さ
れ
て
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
部
に
次
の
よ
う
に
あ
る
o



早
歳
所
作
類
皆
散
侠
、
陸
中
存
稿
僅
自
甲
寅
始
。
或
有
縦
央
付
印
者
、
愛
検
三
十
頼
、
衷
為
一
冊
、
以
胎
同
好
、
商
遼
密
罵
。
丙
子
冬
日
、

白
龍
山
人
王
震
。

〔
早
年
の
作
は
み
な
散
侠
し
て
お
り
、
手
許
に
残
っ
て
い
る
の
は
甲
寅
（
一
九
一
四
）
以
降
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
印
刷
出
版
を
勧
め
て

く
れ
る
人
が
い
た
の
で
、
こ
こ
に
三
十
幅
を
選
ぴ
、
編
集
し
て
一
冊
と
し
、
同
好
の
士
に
贈
り
、
詳
細
な
る
検
討
を
は
か
り
た
い
。
丙
子
（
一

九
三
六
）
冬
日
、
白
龍
山
人
王
震
。
〕

つ
ま
り
、
こ
の
図
録
は
、
王
一
亭
自
蔵
の
作
品
集
で
あ
り
、
「
同
好
の
士
に
贈
」
っ
た
、
極
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
と
よ

り
、
奥
付
に
は
「
定
価
国
幣
一
円
」
と
あ
り
、
「
経
告
処
各
大
書
局
」
と
も
あ
る
の
で
、
販
売
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
王

一
亭
が
設
立
し
た
上
海
孤
児
院
が
「
印
刷
処
」
「
発
行
処
」
と
な
っ
て
お
り
、
自
費
出
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
自
蔵
作
品
集
に
は
、
王
一
亭
が
あ
え
て
手
許
に
残
し
た
作
だ
け
が
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
精
品
か
つ
思
い
入
れ

の
深
い
も
の
ば
か
り
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
呉
昌
碩
の
画
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
三
十
幅
中
十
一
幅
も
あ
り
、
図
②
も

そ
の
内
の
一
幅
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
図
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
け
に
お
い
て
も
、
図
②
が
王
一
亭
得
意
の
作
で
あ
っ
た
と
言図④

呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て

五
七



、
え
ト
で
つ
。

も
う
一
点
も
代
作

五
J¥ 

二
・
書
道
出
版
社
）
「
特
集
呉
倉
石
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
点
、
呉
昌
碩
の
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
図
④
の
七
十
四
歳
時
作
「
白
鹿
図
」
で
、
『
墨
美
」
第
十
五
号
（
一
九
五

こ
の
作
も
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
で
あ
る
こ
と
は
、
呉
昌
碩
が
題
画
詩
の
中
で
、
「
呼
起
雪
ホ
l

（
八
大
山
人
の
字
）
魂
」
と
述
べ
、
款
識
の
中

つ
ま
り
王
一
亭
の
代
作
な
の
だ
。

で
「
為
撫
（
模
）
古
意
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
も
基
本
的
に
は
図
②
と
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

」
ち
ら
は
、
図
①
・
②
と
鹿
の
向
き
が
違
う
。

も
と
の
八
大
山
人
の
薗
も
異
な
る
は
ず
だ
が
、
ど

う
い
っ
た
も
の
な
の
か
特
定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、

」
れ
も
参
考
ま
で
に
、
岡
⑤
と
し
て
八
大
山
人
「
松

図⑤

鹿
図
」
（
正
子
豆
編
『
八
大
山
人
書
画
集
」
第
一

集
・
一
九
八
三
・
人
民
美
術
出
版
社
所
収
）
を
掲

げ
て
お
く
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
作
は
、
ど
う
や
ら
題
款
の
書

も
代
作
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
呉
昌
碩
の
次
男
・
呉

蔵
骨
組
（
一
八
七
六
｜
一
九
二
七
）

の
手
に
な
る
も



の
で
あ
ろ
う
。
呉
蔵
禽
の
「
行
書
扇
面
」
（
師
村
妙
石
編
『
呉
昌
碩
四
代
作
品
集
』
・
一
九
九
四
・
呉
昌

碩
芸
術
研
究
会
所
収
）
を
図
⑥
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。
図
④
の
題
款
は
、
父
の
書
に
似
せ
て
は
い
る
が
、

や
は
り
呉
蔵
禽
独
自
の
結
構
と
章
法
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

代
作
と
客
観
的
証
拠

以
上
、
呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
函
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

呉
昌
碩
の
晩
年
に
お
い
て
、
王
一
亭
は
極
め
て
身
近
な
弟
子
で
あ
り
、
友
人
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ン
で

あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
二
人
し
て
よ
く
通
っ
た
六
三
固
な
ど
で
は
、
共
に
揮
牽
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
王
函
呉
題
」
（
王
一
亭
の
画
に
呉
昌
碩
が
題
款
を
書
き
入
れ
た
作
で
、

王
一
亭
の
代
作
と
は
、

日
本
人
に
は
人
気
が
あ
っ
た
）

の
う
ち
、
玉
二
苧
の
名
を
あ
え
て
表
に
出
し
て
い
な
い
作
と
考
え
た
方

が
わ
か
り
や
す
い
。
お
そ
ら
く
は
、

二
人
と
親
し
か
っ
た
白
石
六
三
郎
な
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
点
を
理

解
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
息
子
の
呉
蔵
禽
に
よ
る
代
作
も
、
他
意
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
末
清
初
の
博
山

図⑥

（
一
六
O
六
｜
一
六
八
四
）
が
遺
民
と
な
り
、
生
活
の
た
め
、
売
字
（
書
法
作
品
を
売
る
こ
と
）
に
あ
け
く
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
息
子
の

博
眉
や
甥
の
偉
仁
が
代
作
を
買
っ
て
出
て
い
る
が
、
こ
れ
と
全
く
同
様
の
、
い
わ
ば
息
子
と
し
て
当
然
の
行
為
な
の
だ
。

ら
な
い
。

代
作
と
は
、
そ
も
そ
も
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
で
は
な
い
代
作
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な

呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て

さ
て
、
本
稿
に
い
さ
さ
か
の
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
出
『
白
龍
山
人
画
選
」
を
紹
介
し
得
た
こ
と
だ
ろ
う
。
代
作
を
論
じ
る
際
、
様
式

五
九



六
O

や
筆
致
以
外
に
、
客
観
的
証
拠
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
客
観
的
証
拠
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

筆
者
は
以
前
、
呉
昌
碩
刻
印
の
呉
蔵
禽
に
よ
る
代
刻
の
客
観
的
証
拠
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
も
王
一
亭
に
よ
る
代
作
の
客
観
的

証
拠
を
一
不
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
地
道
な
資
料
発
掘
に
つ
と
め
た
い
。

j主
（1
）
諸
宗
元
「
缶
虚
先
生
小
伝
」
は
、
一
九
一
四
年
七
月
刊
行
の
『
南
社
叢
刻
』
第
十
集
に
発
表
さ
れ
、
呉
隠
編
輯
『
缶
虚
近
墨
」
第
一
集
（
一
九
二
一
了
上
海

西
冷
印
社
）
巻
頭
な
ど
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
拙
編
『
呉
昌
碩
談
論
」
（
二
O
O
一
・
柳
原
出
版
）
に
全
文
の
日
本
語
訳
と
解
説
を
収
め
る
。

（2
）
原
文
は
、
「
所
宗
述
則
帰
嬢
於
八
大
山
人
・
大
様
子
、
若
金
冬
心
・
黄
小
松
・
高
且
閤
・
李
復
堂
・
呉
譲
之
・
越
悲
庵
輩
、
猶
穆
斬
耳
」
。

（3
）
そ
の
他
、
八
大
山
人
を
詠
じ
た
詩
に
「
題
人
大
山
人
画
」
（
『
缶
庫
詩
」
巻
七
、
『
缶
虚
集
』
巻
三
所
収
）
「
八
大
山
人
烏
石
」
（
『
缶
極
集
』
巻
五
所
収
）
が
あ

る。

（4
）
白
石
六
三
郎
お
よ
び
、
呉
昌
碩
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
昌
碩
と
白
石
六
三
郎
｜
近
代
日
中
文
化
交
流
の
一
側
面
｜
」
（
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
｜

文
系
｜
」
第
二
十
九
号
・
一
九
九
七
・
大
妻
女
子
大
学
所
収
）
で
論
じ
た
。
ま
た
、
六
三
園
に
関
し
て
は
拙
稿
「
六
一
二
関
逸
聞
」
（
『
大
妻
国
文
』
第
二
十

八
号
・
一
九
九
七
・
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
所
収
）
で
資
料
紹
介
を
行
っ
た
。

（5
）
鄭
孝
膏
と
呉
昌
碩
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友
」
（
『
大
妻
国
文
」
第
二
十
九
号
・
一
九
九
八
・
大
妻
女
子
大

学
国
文
学
会
所
収
）
で
論
じ
た
。

（6
）
原
文
は
、
「
準
確
的
造
型
、
沈
着
怒
動
的
運
筆
中
也
可
以
見
到
他
認
真
学
習
前
賢
的
痕
跡
」
。

（7
）
王
一
亭
と
呉
昌
碩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
王
一
亭
に
と
っ
て
の
呉
昌
碩
」
（
内
山
知
也
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
中
国
文
人
論
集
』
・
一
九
九
七
・
明
治

書
院
所
収
）
で
論
じ
た
。

（8
）
王
A
l
移
「
回
憶
王
一
亭
」
（
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
江
蘇
省
海
門
県
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
「
王
A
l
移
紀
念
文
集
』
・
一
九
九
三
・
中
国
文
史
出
版
社

所
収
）
に
よ
る
と
、
呉
昌
碩
の
没
後
、
王
ふ
l
移
は
、
王
一
亭
と
日
益
し
に
親
密
と
な
り
、
毎
朝
、
迎
え
の
乗
用
車
で
王
二
干
の
家
に
行
き
、
共
に
芸
事
を
研

討
し
、
朝
食
後
、
勤
務
先
の
学
校
へ
向
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
よ
っ
て
、
王
ホ
l
移
が
『
白
龍
山
人
面
選
」
の
編
選
者
を
つ
と
め
る
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ



と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（9
）
「
玉
商
呉
題
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
謹
少
雲
呉
昌
碩
先
生
を
憶
う
解
説
」
（
前
山
山
『
呉
昌
碩
談
論
』
所
収
）
で
触
れ
た
。

（
m）
停
山
の
代
作
人
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
博
山
の
書
論
」
（
内
山
知
也
監
修
明
清
文
人
研
究
会
編
『
侍
山
」
・
一
九
九
四
・
芸
術
新
聞
社
所
収
）
で
触
れ
た
。

（
日
）
呉
蔵
禽
に
よ
る
代
刻
の
客
観
的
証
拠
は
、
拙
稿
「
呉
昌
碩
と
大
倉
喜
七
郎
弁
せ
て
呉
昌
碩
最
晩
年
の
代
刻
と
真
刻
を
諭
ず
l
」
（
「
大
妻
国
文
』
第
一
一
一
十
号
・

一
九
九
九
・
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
所
収
）
で
提
示
し
た
。

呉
昌
碩
「
臨
八
大
山
人
画
鹿
」
を
め
ぐ
っ
て

ム

ノ、


